2019年4月規定審議会制定案19-35「欠席のメークアップに関する規定を改正する件」への対応について

標記について、今までの｢例会の前後14日間にメークアップ出来る｣という規定が＜同年度以内＞と大幅に緩和されました。例会出席義務を大事にしてきた日本人のロータリーの伝統が大きく揺らぐことが予想されます。これを無防備に取り入れることは、クラブに大きなひび割れを生ずることになりかねません。現在のところ、日本語訳の標準ロータリークラブ定款は完成しておりません。当地区において、無用の混乱を排除する目的で、例会出席のカウントについて暫定取扱いの考え方と手順をお示しし、これを推奨することといたしました。

以下はガバナーとして推奨する手順です。そして、同時にクラブの運営とクラブの絆を強く、豊かにするために全会員が参加した意見交換を重ねて、独自のクラブ細則の制定も視野に入れて、出席補填の方法を討議されますよう強く推奨します。
１　例会出席のカウントはこれまで通りに、クラブでは当月会員ごとに出欠を記録してください。そしてクラブとしての月間出席率を計算して、翌月15日までにガバナー事務所宛てに報告してください。

２　毎月のメークアップは、これまで通り例会の前後14日間以内としてカウントしてください。毎月のカウントは暫定出席記録となります。

３　毎月の出席記録を積み上げて、半期ごとに累計したものを半期の暫定出席記録とします。これに14日間を超える半期以内のメークアップを加算して、半期出席記録としてカウントしてください。さらに全会員の半期出席記録を分子として、全会員の出席すべき延べ例会日数を分母として、半期出席率を計算して、ガバナー事務所に報告してください。
４　年度末の出席日数の算出では、年度以内のメークアップ日数を加算して、会員個人ごとにカウントして、クラブとしての年間出席率を計算してください。
５　出席免除会員の記録は、当然のことですが、出席した日数のみが出席率の分母、分子に反映されます。

６　クラブ細則で別段の定めをしたクラブが独自の対応をすることは吝かではありません。

なお、「ロータリーの友」2019年6月号掲載の　曽我隆一PDG執筆の「2019年規定審議会報告」を熟読されますことをお奨めいたします。

2019年7月18日
　　　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第2790地区

2019-20年度ガバナー　諸岡　靖彦　
追伸：2019年規定審議会報告会のお知らせ
日時2019年 7月 30日 (火曜日) 　13時～16時40分

場所千葉市民会館 　　　　　各クラブより4名までの会員が参加出来ます。
